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論 文 内 容 の 要 旨 
 
我が国の高齢化率は、2017 年 10 月 1 日現在、過去最高の 27.7%となり、今後も高齢化
率は上昇することが推計されている。高齢化に伴い、特に 75 歳以上の後期高齢者におい
て、要支援または要介護の認定を受ける人の割合が大きく上昇している。超高齢社会にお
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KT 市）ならびに、都市部 K 市（以下、K 市）における要支援および要介護認定された地
域在住後期高齢者（女性）における 2011 年から 2013 年にかけての 3 年間の栄養状態、身
体機能、口腔機能、質問紙調査から、現状を把握し、効果的な自立支援のサポートのため
の基礎資料を得ることを目的とした。なお、本研究では、3 年間の継続調査が可能であっ
た 44 人（KT 市 26 人、K 市 18 人）を統計解析対象とした。K 市と KT 市の栄養状態に変
化はみられなかったが、K 市では KT 市と比較して、年数の経過と共に、要介護度が高く
なり、握力が低下した。咬合力は、有意な差はみられなかったが、KT 市と比較して K 市
で高値を示した。KT 市では、歯科受診率が低く、義歯保有率が高いことが咬合力低下に
つながることが示唆された。また、K 市では KT 市と比較して、年数の経過と共に精神的











第 2 章では、自立した地域在住高齢者を対象として検討を行った。第 1 節は、京都府
KT 市（以下、KT 市）ならびに、兵庫県 N 市（以下、N 市）に在住する介護保険を利用
していない 80 歳以上の自立した地域在住高齢者の栄養状態と環境要因との関係について
検討を行った。KT 市は、KT 市長の許可を得て、KT 市健康長寿福祉部長寿福祉課の協力
の元、住民基本台帳から a 町および k 町に在住する 80 歳以上の高齢者に対して、身体計
測会開催の案内状を 516 部送付した。194 部（37.6%）の返信があり、身体計測参加希望
者は 58 人（11.2%）であった。2015 年 11 月に KT 市の a 町および k 町の公民館において
身体計測会を実施し、身体計測会に当日参加した 34 人を統計解析対象とした。N 市は、
ボランティアや民生委員が中心となって、公民館等において、N 市 N 支部 7 地区に居住す
る 1 人暮らし高齢者を対象に月 2 回の「ふれあい昼食会」が開催されている。武庫川女子
大学栄養科学研究所は、「ふれあい昼食会」に参加している N 市 N 支部 7 地区に居住する
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1 人暮らし高齢者を対象に身体計測会を年 1 回開催しており、本研究では、2015 年 9～11











目的とした。高齢者の食欲を評価するために、食欲質問票（Japanese version of the 
Council on Nutrition Appetite Questionnaire;CNAQ-J）が有用であることが報告されて
















































本研究では、京都府の農村部 KT 市（以下、KT 市）ならびに、都市部 K 市（以下、K 市）
における要支援および要介護認定された地域在住後期高齢者（女性）における 2011 年から
2013 年にかけての 3 年間の栄養状態、身体機能、口腔機能、質問紙調査から、現状を把握
し、効果的な自立支援のサポートのための基礎資料を得るために、3 年間の継続調査が可
能であった 44 人（KT 市 26 人、K 市 18 人）を統計解析対象とした。K 市と KT 市の栄養状
態に変化はみられなかったが、K 市では KT 市と比較して、年数の経過と共に、要介護度が
高くなり、握力が低下した。咬合力は、有意な差はみられなかったが、KT 市と比較して K
市で高値を示した。KT 市では、歯科受診率が低く、義歯保有率が高いことが咬合力低下に
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と関連があり、高齢者におけるフレイルや身体障害の危険性を示す健康指標であることが
報告されている。2011 年から 2013 年にかけて、握力が低下した人を握力低下群、握力を
維持・改善した人を握力維持群として検討を行った。KT 市では、2013 年にかけて握力が低





第 2 章では、自立した地域在住高齢者を対象として検討を行った。  
第 1 節は、京都府 KT 市（以下、KT 市）ならびに、兵庫県 N 市（以下、N 市）に在住す
る介護保険を利用していない 80 歳以上の自立した地域在住高齢者の栄養状態と環境要因
との関係について検討を行った。 
KT 市は、KT 市長の許可を得て、KT 市健康長寿福祉部長寿福祉課の協力の元、住民基本
台帳から a 町および k 町に在住する 80 歳以上の高齢者に対して、身体計測会開催の案内状
を 516 部送付した。194 部（37.6%）の返信があり、身体計測参加希望者は 58 人（11.2%）
であった。2015 年 11 月に KT 市の a 町および k 町の公民館において身体計測会を実施し、
身体計測会に当日参加した 34 人を統計解析対象とした。 
N 市は、ボランティアや民生委員が中心となって、公民館等において、N 市 N 支部 7 地
区に居住する 1 人暮らし高齢者を対象に月 2 回の「ふれあい昼食会」が開催されている。
武庫川女子大学栄養科学研究所は、「ふれあい昼食会」に参加している N 市 N 支部 7 地区に
居住する 1 人暮らし高齢者を対象に身体計測会を年 1 回開催しており、本研究では、2015
年 9～11 月に開催された身体計測参加者 85 人を統計解析対象とした。 





第 2 節は、自立高齢者における食欲不振の関連要因について検討を行なった。  
高齢者の食欲不振に着目し、80 歳以上の地域在住高齢者の食欲についての現状と関連要
因について検討することを目的とした。高齢者の食欲を評価するために、食欲質問票
（Japanese version of the Council on Nutrition Appetite Questionnaire;CNAQ-J）が
有用であることが報告されている。第 2 章 第 1 節と同様の対象者に対して、CNAQ-J によ
る食欲評価から対象者を食欲良好群と食欲不振群の 2 群に分類して検討を行なった。  
本研究では、自立した 80 歳以上の地域在住高齢者において 33.6%が食欲不振と判定され
た。身体機能については、男性の骨格筋率が食欲良好群と比較して食欲低下群で有意に低
値を示した。その他の項目については、2 群間に有意な差はみられなかった。質問紙調査





























なお、平成 31 年 2 月 1 日に行われた公聴会においては、様々な角度からの質疑に適切に答
弁し、本申請者としての能力は博士学位取得レベルに達したものであると判断される。以
上の結果から当該博士学位申請者に対する博士の学位授与は十分にふさわしいものと認め
る。 
